
　試作肥料の即効性窒素の割合は、慣行肥料よりも
10％少ないため、施肥から幼穂形成期までの窒素溶
出率は低くなります。一方、幼穂形成期から出穂期
にかけては、緩効性肥料の肥効により、窒素溶出率
は慣行肥料よりも９％多くなるため（図１）、試作
肥料の生育後半の窒素栄養状況は慣行肥料よりも良
好となります。

　生育については、試作肥料は慣行肥料と比べて初
期生育は草丈や茎数でやや劣る傾向が見られます
が、幼穂形成期（移植後 50 日）頃には同等の生育
になり、出穂期（移植後 77 日）頃には同等～やや
上回ります。また、葉色も同様の傾向を示し、特に
幼穂形成期から登熟期にかけては慣行肥料より高く
維持されます（表１）。

　収量については、試作肥料は慣行肥料よりも約
50㎏／ 10 ａ多くなり、700㎏／ 10 ａ前後となりま
した。また、千粒重や検査等級など品質面の差は見
られませんでした（図２）。
　本肥料の活用により、収量が向上し所得は最大
12％の向上が期待できます。この肥料は令和７年よ
り「にじかちゃん一発 J」として県北・県央の各農
協を中心に販売が始まります。
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図１　試作肥料の時期別窒素溶出
注）シミュレーションソフトによる推定値

図２　収量及び千粒重
注）令和５～６年の調査結果の平均値

表１　生育調査結果

注）令和５～６年の所内試験の平均値
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肥料の窒素溶出特性について

試作肥料による生育の特徴

試作肥料による収量・品質

「にじのきらめき」向け
樹脂率低減全量基肥肥料の開発

農業総合センター農業研究所

　緩効性肥料の被覆殻に含まれるプラスチックが海洋汚染の原因として懸念されています。このプラス

チックの割合を 40％削減し、被覆殻が崩壊しやすい緩効性肥料（資材名：Jコート被覆肥料）を用いて、

高温耐性を持つ県奨励水稲品種「にじのきらめき」向けの全量基肥肥料を開発しました。


